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沖縄の土壌区分面積

大屋一弘

（琉球大学農学部）

KazuhiroOya：ＳｏｉｌａｒｅａｓｏｆＯｋｉｎａｗａ

八重山群島の石垣島・与那国島など11の島しょについて

行なわれた．本報ではこれら11の島しょについて，１９６３

年から1967年の間に出版された土壌調査報告書ならびに

土壌図1,4,5,8)をもとにして島しょ別に区分された±壌
統（区分単位）毎の面積を算出してみたのでこれを報告

する．

１．はじめに

農業において適地適作という言葉がよく使われるが，

これは作物を栽培するに当たって与えられた環境条件下

で最も高い生産性を発揮する作物を選ばなければいけな

いことをいい表わすと同時に，作物栽培に当たっては土

壌因子が極めて重要であることを示している．換言する

と同一気候条件下では場所が違っても土壌の性質が似て

いるところでは，同一作物について同じような肥培管理

を行なえば同程度の生産をあげることができるはずであ

る．

このような観点から沖縄各地の土壌の特性を把握し，

性質の類似する土壌毎に区分をしておくことは農業に携

わる者が自分の土壌を知り，またよその土壌を知る便宜

を供するとともに，次の諸点において極めて有用である

と思われる．すなわち(1)作物生産の増強のために個々

の農家が長年の経験から作りあげた優れた肥培管理技術

を単にその個人の特技として終らせることなく，広く類

似土壌を耕作する他の農家にも普i及させることが可能と

なる．（２）試験場で得られた結果を単に実験者の興味の

対象にとどめるだけでなく，農家にとって現実性のある

ものとすることができる．（３）ある農家の技術または試

験場で得られた試験結果を，一般農家が土壌因子を考慮

せずに安易に導入して不首尾に終ることを防ぐことがで

きる．

沖縄島ではジャーガル，島尻マーヂ，国頭マーヂ，ウ

ヂマ，カニクなど土壌をその性質から大まかに区分する

方言があり2)，この方言による土壌区分は現在でも農
家には親しまれているようである．また川島3)によって
記載されている玉城村の例からみると，地方によっては

土壌を更に細かく方言で区分しているものと思われろ．

土壌学の進歩とともに土壌の分類・区分の方法も変る

ようであるが，幸いに沖縄では1962年から1967年の間に

農林省で採用している土壌統方式6)による土壌基本調査
が沖縄群島の沖縄島・久米島・伊江島・南大東島・北大

東島，宮古群島の宮古島・伊良部島・下地島・多良間島

２．土壌統別面積算出法

土壌統別面積の算出は既刊の土壌図1,4,5,8）をもと
にして行なった．土壌図は縮尺50,000分の１で作製され

ており，所によっては異なる士壌統が複雑に入り組み，

面積計の使用には繁雑さが予想されたので次のような簡

便法を用いた．

まず各島の土壌図の上に製図用トレーシングペーパー

を当て，透視される土壌の境界を鉛筆でなぞってトレー

シングペーパー上に土壌図を描き，これを土壌統毎に鋏

で切抜いて秤量びんに入れ，吸湿による紙の重量変化を

防ぐために塩化カルシウムを乾燥剤とするデシケータ中

で２日間乾燥した後に秤量した．そして切取ったトレー

シングペーパーの重量を面積既知のトレーシングペーパ

ー（対照区）の重量と比較して土壌統の面積を算出した

対照区はトレーシングペーパーを縮尺で２kｍ2の大き

さに切ったもので，対照区６個の平均は１ｋｍ2当たり

19.97ｍｇであった．鋏で切取る場合におこる面積すなわ

ち重量のずれは平均値の2.2％以内であった．正方形の

対照区を切取る場合にもこのようなずれが生じるので，

複雑な曲線で囲まれる土壌図を切取る際にはこれ以上の

ずれが生じているおそれがあり，また土壌図に表示でき

ない小面積の土壌は隣接する土壌に包含されて表示され

ることがあるので，こ畠で得られた土壌統別面積はや▲

相対的，近似値的なものである．

３．土壌統別面積

前記の方法で算出された沖縄群島・宮古群島・八重山

群島における土壌統別の面積は第１表～第３表に示す通

りである．
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第１表沖縄群島の土壌統別面積

土壊統土壌統 面積（ha）島名 面積（ha）

Ｂ
Ａ

統
統
統
統
統
統
統
統
統
統

釧釧』”州》』》》》
０
Ｌ
２
３
４
ａ
ａ
孔
＆
計

１
１
１
１
１
１
１
１
１
く

奥統

名護統

志喜屋統

伊豆味(中粒)統

(または東統）

伊豆味(微粒)統

屋部統

安慶田統

小那覇統

安田統

444.2

2,956.4

816.2

5,257.4

4,647.5

4,058.6

6,941.9

4,338.5

443.2

709.1

3,223.8

11,033.6

52,564.9）
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●

●
●
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」
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〃
】
へ
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〉
△
何
一
一

沖
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1,565.8
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●
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●
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Ｆ
届
担
）
（
』
叩
〉
旬
一
Ｊ
０
（
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（
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（
》
】
〉
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宇
力
東
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白
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統
統
統
統
統
統
統
統
統
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汁
開
開
田
田
良

統
釧
職
統
統
統
統
統
統

ジ
ジ
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フ
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壌

田
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ン
田
シ

利
ジ
士
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夕

｝
フ

ク

和
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西
平
ア
後
屋
卜
Ⅳ

０
Ｌ
２
２
４
ａ
ａ
ａ
計

１
１
１
１
１
１
１
１
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1,078.8

587.0

９４．４

５４．５

379.2

129.9

９１．８

390.5

１０．４

●
●
●
●
●
●
●
●
●

イ
ロ
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〃
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０
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】
〉
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２６．８

９．５
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388.7

6.9

3,757.5）
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米

劃
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‐

1．江上統

2．シキミズ統

3．マザイク原統

4．グスク原統

5．ナガラ原統

(計５士壌統）
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|桐
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225.1

統
統
統

区
区
沢

北
大
東
島
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３．５
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沖縄島では計18の士壌統が区分されているが最も広い

面積を占めるものは北部山地に分布し，粘板岩を母材と

する屋名座統であり，次に中南部に分布し泥灰岩老母材

とする稲嶺統である．

久米島の土壌は計17の士壌統に区分されており，山ろ

くに分布し安山岩を母材とする牛代統が比較的大きな面

積を占めていろ．

伊江島の土壌は５統に区分されているが，土壌図が未

完成のためこ公で用いた方法では土壌統別の面積計算を

することができない．

南北大東鳥の土壌は５統に区分されるが，さんご石灰

岩を母材とする北区統の面積が大きい．

第２表宮古群島の土壌統別面積

士壌統島名 土顛統面積（ha） 面積(ha）

統
統
統
統
統

6．洲鎌統

7．島尻統

８．大野越統

9．上地統

10．川満統

(計１０土壌統

吉
大
友
比
増

野
浦
利
嘉
原

3,250.4

6,433.7

191.3

414.6

1,194.8

●
●
●
●
●

勺
Ⅱ
一
一
ｍ
〃
臼
向
く
回
）
△
勾
玉
Ｐ
．
『
〉

131.2

185.3

９９．６

１９．５

49.1

11,969.5）

宮

古

島

1．池間添統

２．下地統

3．池間添統

下地統コン

プレックス

4．佐和田統

(計４士壌統

1,691.8

253.7

下
地
島

伊
良
部
島

522.9

10.4

2,478.8）

ライ統

原統

士壌統

1．多良間統

２．塩川統

871.9

６３．２

Ｉ

。
・
三
一
口

３
４
く

２５．１

17.3

977.5

ョ
嶺
４

多
良
間
島

合が大きい．

与那国島の士壊は16統に区分され，第３紀砂岩・頁岩

を母材とする阿蛇尼原統，およびさんご石灰岩上に発達

する浦野統などが大きな面積を占めろ．

宮古島は地形が比較的平担で地質が単純であるためか

島の大きさの割には土壌統数は少なくわずか10統に区分

されており，さんご石灰岩上の堆積物を母材とする大浦

統や吉野統の面積が大きい．

伊良部島およびそれに隣接する下地島では４土壌統が

設定されているが，さんご石灰岩の上に発達する池間添

統が大半の面積を占めていろ．

多良間島の土壌は４統に区分されるが，主要土壊はさ

んご石灰岩を母材とする多良間統である．

石垣島は地質が複雑で土壌も29統に区分されていろ．

面積ではさんご石灰岩を母材とする真栄里統・大浜統，

変成岩を母材とする大里統・平久保統，さんご石灰岩上

の堆積物を母材とする大浜後原統，および海岸ぞいに発

達分布する砂礫質海成沖積土壌の磯辺統などの占める割

４．土壌調査面積

現在までに土壌統方式によって調査された沖縄各島の

土壌統数，調査面積および全島面積に対する調査面積の

割合をまとめろと第４表の通りである．

全体で108の土竣統数が設定されているが，これは各

島毎に統名を付けた結果である．現在は異った統名が付

けられていても調査が進むに従って各島にある同一性質

の土壌は１つの統名に整理されろと思われるし，また調

査の密度を高めることによって新たな士壌統が設定され
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第３表八重山群島の土壌統別面積

島名 ±壌統 ±壌統面積（ha） 面積（ha）

続
続

し

》鮒》》川蝿柵鰍缶蜥醐蝿飛》恥
ク

｜
●

統
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野
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真
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新
新
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宮
川
大
平
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日
大

。
。
。
。
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。
。
。
・
０
１
２
３
４
５

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１
１
１
１
１
１

統
統

一
フ

統
統
統
統
田
統
一
統
続
続
統
原
統
統
統
統

原
保
田
地
嵩

鏥岼』》辮糊弍轌鍛錘》附趣繩麩
シ

壌

名

ａ
Ⅱ
ａ
９
０
Ｌ
ｚ
３
４
ａ
ａ
Ⅱ
＆
叺
計

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
く

1,629.4

1,118.2

71.1

1,656.5

532.8

326.5

308.5

120.7

557.8

980.5

1,368.6

1,188.3

303.5

219.8

401.1

435.2

224.8

８３．６

245.4

134.7

９１．６

588.4

３９．６

３９．１

４７．１

176.8

７１．１

1,231.3

461.2

14,655.0）

石
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統Ｉ
統
統
統
統
統
統
統

原
原

原
Ｉ
Ｉ

赴
腕
野
良
目
田
安
安

部
帆
帆

帆
阿
浦
久
割
浦
南
南

１
２
３
４
５
６
７
８

統
統
統
統
統
統
Ⅱ
統
統
統

醐
里
暇
原
癖
齊
附
舞
土
壌

桃
上
満
貢
田
帆
立
樽
珀

・
ｕ
Ｌ
２
３
４
丘
ａ
計

９
１
１
１
１
１
１
１
く

６
３
６
７
３
２
９
０

●
●
●
●
●
●
●
●

２
８
８
８
１
５
８
３

１
９
２
９
１
９
５
１

１
５
４
２

６．９

３３．８

８３．１

６．９

３８．１

３．５

３５．５

51.1

1,875.5）

与

那

国

島

ろことも有り得るので，将来はこの統数に変動が生じる

可能性がある．

沖縄，宮古，八重山の各群島のうちで特に八重山群島

の土壌調査面積の割合が小さいのは，沖縄諸島中第２位

の面積を占める西表島が未だ土壌統方式によって調査さ

れないためである．沖縄諸島には約70の島しょがある

墓，西表島を除くと現在までに土壌調査が行なわれた前

記11島は大体において人口・面積などから重要な島々で

ある．

しかし全沖縄諸島面積7)で調査されている面積は未だ
40.6％にしか過ぎず，土壌および土地利用の観点から残

り59.4％についても早急に土壌調査を進める必要がある

と考えられる．
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第４表沖縄諸島の土壌統数・土壌調査面積・島別面積および土壌調査面積割合

壌土壌調査島別面 土壌調査面積

割合(会×'00）
島 名

数面積（ha)Ａ 積（ha)Ｂ統

(％）縄
沖
久
伊

沖 島群
縄
米
江

妬
蛆
Ⅳ
５

58,989

５２，５６５

３，７５８

＊

＊＊

１，９９１
＊＊

６７５

未調査

142,804

121,280

６，２４２

2,288

41.3

43.3

60.2

＊

島
島
島

＊＊
64.8
＊＊

48.6

島
島
他

南
北
そ

大東

大東

3,074

1,390

8,530

） ５

未調査の

古
宮
伊
下
多

宮

群島

古島

良部島

地島

良間島

1８

１０

68.0

72.9

15,427

11,970

22,692

16,423

） 61.8４ 2,479 4,013

４ 43.4978 2,256

八重山群島

石垣

与那国

その

28.3

64.7

65.8

５
９
６

４
２
１

16,531

１４，６５５

1,876

未調査

58,426

22,663

2,852

32,911

島
島
他

未調査

40.6計 108 90,947 223,922

＊伊江島の土壌図は未完成なので±壌統の調査面積および割合は計算できない．

＊＊南・北大東島の５士壌統のうち中野統は土壌図に示されていないのでこの表の調査面積および割合には含まれ
ない．

ろ．多良間島の４士壌統のうちでは多良間統の面積が支

配的である．

八重山群島の石垣島においては区分される土壌統は２９

であるが，真栄里統・大浜統・大浜後原統・大里統・平

久保統・磯辺統などの面積が比較的大きい．与那国島で

は16土壌統のうち比較大きな面積を占めるのは阿蛇尼原

統および浦野統である．

現在まで土壌統方式による土壌調査は沖縄諸島のうち

11の主要島しょにわたって行なわれていろ．土壌は廷

108統に区分されているが，その面積は全沖縄諸島約

224,OOOhaの40.6％（約91,000ｍ）である．残面積の

土壌については未調査であり，土壌統の区分が行なわれ

ていない．

5．まとめ

トレーシングペーパーになぞった土壌図を土壌統毎に

切抜き，秤量してその重さから各土壌統の面積を算出し

た．

沖縄群島においては沖縄島の18士壊統のうちで比較的

に面積の大きいものは屋名座統と稲嶺統である．久米島

では17土壌統のうち牛代統の面積が最も大きい．南・北

大東島では５士壌統のうち北区統の占める面積が大き

い．

宮古群島の宮古島では10土壌統のうち大浦統および吉

野統が割合に大きな面積を占めろ．伊良部島・下地島で

は４土壌統が区分されるが池間添統が大半の面積を占め




